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　　　　　第27回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　　　議　事　次　　第

t　日時　　　昭和52年12月21日㈹　午後2時～4時

2・場所　　　宇宙開発委員会会議室

5、議題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・

　　（1）　昭和52年度1～2月期人工衛星打上の』計画について

　　　／説明者　東京大学宇宙航空研究所教授　野村民也、

　　（2）実話用中容量静止通信衛星（CS）の打上げ経過につい

　　　て

　　　騨明者宇宙開発事業団追跡管制部長船∫1親心＼

　　　　　し
　　（3）イ㌢マルサツトをめぐる最近6情勢について

　　　1説明者郵政省電気通信参華官　　　　米沢允’克／
　　　＼　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　（4｝国轡絵ゆける宇宙関係の審議に6いて

4．資料

　委27一」1　第26回宇宙開発委員会（定例会議）．詠争要旨

　委27同2　昭和52年度第2次観測ロケット実版科学観測

　　　　　　　説明資料他

　妻27－5　電離層観測衛星（エSS－b）打上げ及び追跡管制

　　　　　　　計画書

　　　　ノ
　　　／／

委27－4　実験用中容量静止通信衛星「さくら」の打上け及

　　　　　　び追跡管制結果の概要

委27－5　インマルサット閨係の最近の動き

委27－6第52回国灘絵における宇1　潤係の智綴概要

参考配布

，4SESノー協07う繍15，2イ1渡第1次観乏1　i・ケツ

　　　ト実験報告

2・　”．○一％・74M－5H－1機の打上げにおけ
　　　る安全対策の実施につ仏て

　3・科学衛星及び襯測ロケットの打⊥げ実駿について

　4．　電離層観測衛星（工SS－b）の打上けについて
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委鶏？一1

　　　　　第26回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　’♂　．　議　事　要　旨

↑　日時　　昭和52年11月50日㈹

　　　　　　午後2時～4時

2．　場所　　宇宙開発委員会会議室

5　議題　　（1）委員長就任挨拶及び委員長代理の指名について

　　　　　（2）実験用中容量静止通信衛星（σS）の打上げ

　　　　　　計画について

4．資料

　　委26－1　第25回宇缶開発委員会（定例会議）議事要旨

　　委26一一2　実験用中容量静止通信衛星（CS）打上げ及び

　　　　　　　　追跡管制計画書

　．委26－5　実験用中容量静止通信衛星（CS）打上げ及び

　　　　　　　　追跡管制計画概要

　　委26－4’実験用中容量静止通信衛星（CS）実験基本

　　　　　　　　計画書

　　参考配布　　実験用中容量静止通信衛星（cs）実験計画

　　　　　　　　の概要

5・出儲　　　一　」＼
　　宇宙開発委員会委員長　　　　　　　熊　谷　太三郎

　　　　　〃．　　　委員　　　　　　　　　網一島　　　i毅

　　　　　〃　　　　　〃　　　　　　　　　吉　識　雅　夫

　　　　　・；　1　一．雑護要

説明者

　宇宙開発鞘業団副理事長

　　　　〃　　　打上管制部長

　郵政省電準監理局宇宙遍信開発謙長

関係省庁職員等

　科学技術庁研究調整局長

　　　〃　　長官官房参畢官

　文部省学術困除局審議官

　気象庁驚為部長

　郵政省磁波三三局審静官

　建設省大臣’自房技術参箏官

　郵政省電波監理局

　　〃　　　　　　　　〃

　　〃　　　　　　　〃

　　〃　亀波研究所

　　　　　　〃　’

宇聯発事業団

　　　〃

　　　〃

争務局

　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長

　　　〃一　　　　　　宇宙国際課長

　　　〃　　　　　　　宇宙開発課長
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6　議事要旨

（1）委員長就任挨拶及び委員長代理の指名について

　　　熊谷太三郎新委員長から就任の挨拶が行われたのち、網舟

　毅委員が引き続き委員長代理に指名された。

（2）前回議事要旨

　　　第25回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨が確認され

　　た。

（3）実験用中容量静止通信衛星（CS）の打上げ訂画について

　　宇宙開発事業団の鈴木春夫副理事長及び村尾忠義打上管制

　部長から資料委26－2に基づいて、郵政省電波監理局の金田

　秀夫宇宙通信二等謙長から資料委26－4σζ基づいてそれぞ

　れ説明が行われ、以下の質疑応答が行われためち、打上げ計

　画が了承された。

網島：GUSの軌道決定は、NASAか中心になって行ったの

　　か。また、csの軌道決定は、どのよう唱な体制で行うのか。

村尾：GMSでは、ゴダード宇宙飛行センター（GSFC）の

　　協力を得てヒューズ社のミッションコントロールセンター

　　　（Mcc）が軟道決定を行った。ζの場合・筑波宇宙セン

　　　ター中央追跡管制所も独自の追跡管制データを取：得し、

　　　MじCのデータとの照合を行った。

　　　CSでは、NASDAの中央追跡管制所がGMSの場合の

　　しMCOの役割を果たしGSFOの協力を得て追跡管制を行

　　い、軌道決定を行う。

八藤lcsの打上け及び追跡管制体制は・西欧が・米国に依頼し

　　て打ち上げたシンフォニーの場合のそれと異なるのか・

事務局，：基本的には同じである。
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